
天神・地神の祭祀予算の増額と運用の一本化       R3.3.31 

 

１．天神・地神の祭祀費用を増額し、円土座・外山集落の全戸より毎年 1500 円を集金する。

尚、毎年の会計報告を行い、必要に応じて祭礼の内容や集金金額を変更する。 

２．平成 30 年より、天神・地神の祭祀を同時開催とし、それぞれ別のグループ（全会員 G

と農家会員 G）から 2 戸が当番し、運用していたがこれを一本化し、両祭祀を全戸で

均等に運用する。 

３．祭祀の当番割り当てについては従来、春・秋それぞれ 2 戸が担当してきましたが、2 戸

では分担に限界があり、4 戸で担当するようにします。しかし、当番頻度が増えないよ

うに春・秋の年間の当番とします。 

 

理由と背景 

円土座・外山集落の天満神社には天神さんと地神さんが祀られ、平成 30 年より、天神

さんと地神さんの祭礼を同日開催とし、その祭礼費用を当番戸の任意負担から全戸から集

金し均等に負担することにしました。2 年経過した現在、祭礼費用が集金額を上回っており、

預金を取り崩しつつあります。また、天神さんは集落の全戸(38 戸)で輪番で担当しますが、

地神さんはその中の農家(23 戸)で担当してきました。農家はどちらも輪番で担当すること

で当番頻度が高く、今後、農家の減少を考慮しますと継続が懸念されます。 

これまで農家で運用してきた理由として地神さんが農に関連の深い土地の神様であり、

農地を保有し、利用する農家が五穀豊穣を祈願して祭祀してきたためと考えられます。地神

さんを調べてみますと太古からある土地信仰を基礎として、各地域や時代によって様式も

さまざまで、かつ変遷しておりますが現在の地神塔を祀る様式は阿波の蜂須賀治昭公の改

革（1789 年）に起源しているようです。 

私達が生まれ、住んでいる土地の農業神で有り産土神（うぶがみ）である地神さんは天

神さんと同様にその土地に住む住民の神様であり、農家会員だけでなく集落会員全体で敬

い祀り、その力を借りることがふさわしいと考えられます。 

前日の幟立てのサポートは全戸から手の空いている人が参加して行います。また、従前

通り、通帳・ノート等を利用して実績を記録し、祭礼実施管理を適切かつ無駄なく行います。

分担に当たり、祭祀実施マニュアルを作成しましたので参考にしてください。 

 

 

令和 3 年からの当番については円土座、外山（南、中、北）の順に南から北に順に 4 戸が担

当します。平成 30 年から当番制を新規に変更しており、その重複を考慮して、平成 30 年

から令和 2 年まで天神または地神の祭礼を担当した 12 戸（谷本恵美子、星野喜也、星野尾

明人、森田町子、星野尾𠮷延、星野尾良孝、山津すみ子、宮本末廣、入星隆、入星良光、入



星浩樹、竹内正夫(敬称略)）は 1 回だけ、当番済として飛び越すこととします。令和 3、4

年の当番は次になりますが、状況に応じて変更されます。当番表（敬称略）は状況の見えな

い遠い将来よりも既にご担当頂いた１２戸の皆さまの重複当番を避けることに主眼を置き、

近い将来の当番のみ表示することにしました。原則、順に 4 戸が当番し、当番の変更は当事

者同士の合意により、入れ替わるものとします。 
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付記：4 戸で担う主な役割 

 


